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高速･広帯域通信ネットワーク

北米での高速･広帯域通信ネットワークの一例である｡

近牛,社会の多様化･高度化に伴い,通信分野で

も音声だけでなくデータや映像を含むマルチメディ

アサービスのニーズが高まっている｡この傾向は,

北米で新著に出ており,各キャリア(通信‡業‾右)は,

さまぎまな試みを行っている｡

このニーズに対応するには,高速･広帯域の通信

ネットワークの構築が必須(す)であり,しかもネッ

トワークの高機能化･高信頼化･経i劉生が要求され

る｡この要求にこたえられる伝送方式が,ITU-T(出

際電気通信連合電妄も通信標準化部門)で国際標準と

なったSDH(SynchronousDigitalHierarchy)伝送

*l=土製作所情事l･i通信車業部

OC-48

長距離系

OC【192

W叩1

AMT5Gロコ

注:略語説明ほか

OS(OperatingSystem)

SONET(SynchronousOpti-

calNetwork)
DS(DigjtalSignal-1evel)

DJC(Digita】LoopCarrier)

ATM(AsynchronousTra[S-

ferMode)

OC-3(OpticalCarrjer-leve1

3;155.52Mビット/s)
OC-12:

622,08Mビット/s
OC-48二

2月88.32Mビット/s
OC-192;

g,953.28Mビット/s

方式である｡この方式は,北米ではSONET(Syn-

chronousOpticalNetwork)伝送方式と呼ばれ,21

世紀に向けた通信インフラストラクチャを支える伝

送方式として期待され,近年急速に普及してきてい

る｡このSONET伝送方式は,従来の音声･専用線サ

ービスのほか,ATM技術を利用したデータ･映像

サービスを扱う高速･広帯域通信ネットワークを構

築することができる｡

R､うt製作所は,北米のユーザーニーズにこたえる

ため,SONET光伝送システムを開発し製品化して

いる｡
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n はじめに

北米では過信の自由化とユーザーニーズにより,各キ

ャリアは高速･広帯域の過信ネットワークの構築を急い

でいる｡特に,ビジネス･教育･医療･娯楽などにかか

わる映像通信とそのマルチメディアサービスは,通信ネ

ットワークに大きなインパクトを与えている｡これらを

尖二呪するイf力な通信方式が,SONETである｡SONET

は,北米でのSDH伝送方式であり,ANSI(American

Nati()nal Standards Institute)およびBellcore(Bell

ComnュuIlications Research)により,北米のネットワー

クに適合する仕様が規定されている｡

北米の既存ネットワークには次の課題がある｡

(1)異なったベンダ間では,光インタフェースレベルで

相互接続ができないため,ネットワークを構築する場合

に光一云送装置のマルチベンダ化が難しい｡

(2)異種ベンダ機器を接続するには,非同期の標準電気

インタフェースであるDSlやDS3に多重分離する必要が

あり,非同期の多重化装置が数多く必要になる｡

SONET伝送方式は,これらの既存ネットワークの抱

える課題を解決し,信頼性が高く,経済性の優れた高速･

広帯域の通信ネットワークを実現する｡

日立製作所は,SONET製品をシリーズ化し,ネットワ

ークの加入系および中継系に柔軟に対ん』できるように製

品化している｡ここでは,SONET製品の中で,中継系･

加入系のさまぎまな適r｢J形態に対応できるOC-3装置に

ついて述べる｡

白 システムの概要と特徴

2.1システムの概要

OC13装置は,次世代を視野に入れたSONET"OC-3''

(155.52Mピット/s)の光伝送システムである｡低速側

に,非同期の標準インタフェースであるDSlやDS3に加

え,SONET方式の新同期インタフェースであるSTS-

1(SynchronousTransportSignal-1evell)やOC-1(Opti-

calCarrier-1evell)をさまざまに組み合わせて収容でき

る｡この装置は,Bellcore規格であるNEBS(Network

Element Building System)に準拠したシングルシェル

フでコンパクトに構成され,保守インタフェースも米国

で広範に使用されているTLl/Ⅹ.25のほか,(;UI(Graph-

icalUserInterface)のユーザーフレンドリーなインタ

フェースもサポートしている｡
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2.2 システムの特徴

OC-3装置の主な特徴は以下に述べる三点である｡

(1)ネットワークの簡略化

OC-3装置は,STS-1(52Mビット/s)またはVT(Viト

tualTributaries)-1.5(1.5Mビット/s)単位でクロスコ

ネクトが可能なアッド･ドロップマルチプレクサ(分岐

挿入型多重変換装置)機能を持っている｡このため,既存

のネットワークを構成している非同期多重化装置･光端

尚装置･クロスコネクト装置をOC-3装置で置き換える

ことができ,セントラルオフィスのシステム構成を大幅

に簡略化することができる｡

(2)ネットワークの柔軟性の向上と高信頼化

ポイント ツー ポイント,アッド･ドロップチェイン,

リング,ハブとさまざまなアプリケーションに適用可能

であり,ネットワークが柔軟に構成できる｡また,セル

フヒーリング(自己修役)リングをサポートしており,

光ケーブル障害･ノード障害に対してサービスの救i芹が

可能な,信頼性の高いネットワークを構築することがで

きる｡

(3)保1:運肝性の向上

OC-3装置は,きめ細かな監視制御とイ呆守運用チャネル

(DCC)による遠隔監視制御を持っており,従来の非同期

網に比べて保守運用性を飛躍的に高めることができる｡

装置を監視制御するOSとのインタフェースには,

Bellcore標準に準拠したTLl(TransactionLanguagel)

表1 0C-3装置の主･要諸元

SONET OC-3装置の主要諸元を示す｡

項 目 仕 様

大きさ(幅×奥行き×高さ) 2l.3×12×8.75(インチ)

ア プリ ケ ー シ ョ ン

ポイント ツー ポイント

アツド･ドロップチェイン

ハブ
UPSR

収 容 回 線 数 DSl:84回線またはDS3(STS-り:3回線

高速インタフェース

種 糞頁OC-3(155.52Mビット/s)

波 長 】′310nm

伝 送 距 離
中距離:15km

長距離:40km

多 重 変 換
クロスコネクト方式TSl

クロスコネクト単位STS-1または〉T-l.5

低速 イ ン タ フ ェ
ー

ス

D引い.544Mビット/s)

DS3(44.736Mビット/s)

STS-=5l.84Mビット/s)

OC-I(5【.84Mビット/s)

冷 却 方 式 自然空プ令

注:略語説明 UPSR(Uni-directionalPathSwitched Ring)

TSl(TimeS】ot】nterchange)
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を採朋している｡保守者が倣川するクラフトインタフェ

ースには1｢Llのほか,GUIをサポートしており,効率的な

休守サービスも実現できる｡また,フラッシュメモリを

使用しており,装置のソフトウェアをインサービスでア

ップグレードできる｡このため,セントラルオフィスか

らDCCを介して,遠隔にあるOC-3装置のソフトウェア

もインサービスでアップグレードできるので,保守省の

派遣がイく要になる｡

田 システム仕様と適用形態

3.1システム仕様

OC-3装置の主要諸元を表1にホす｡この装置の二i三な機

能について以‾卜に述べる｡

(1)TSI(TimeSlotInterchange)

多束変換部にフルTSI機能を搭載しており,高速側IF

(1nterface)一高速側IF間,‾■曽i通例IF一低速側IF間,低速

側IF一低速側IF間で,SllS-3の全′許域にわたってS′rS-1

またはVT-1.5の単位でクロスコネクトすることが‾p+`能

である｡このため,アッド･ドロップ機能,ブロードキ

ャスト機能はもとより,低速側IF開の接続であるヘアピ

ン機能(SllS-1またはVT-1.5単位)も実三睨できる｡また､

‾■亡Ji速IF間のSTS-1またはVT-1.5単位の任意の接続がで

きるため,リング,アッド･ドロップチェインでのアプ

リケーションで,DS3,DSlなどのサービスの帖配甚が才手

妨になり,かつ簡拐なDCS(DigitalCross-C()n11eCtS)rS-

tenl)の機能も実現できる｡

(2)低速インタフェース

装荷の低速側IFの基盤を収容するスロットを装置l勺

で標準化しており,同一スロットで各種の低速側IF碁盤

が収容できる構成となっている｡低速側IFとしては,米

トたけ広範に使用されている従米の非同期綱の標準インタ

フェースであるnSl.nS3のほかに,SONET方式で株主供

化されたSTS-1,OC-1インタフェースもサポートして

おり,これら低速IFをさまぎまに組み介わせて収谷でき

る｡このため,これらSONETインタフェースを持ってい

る他SONET装置と低速側で接続することができ,ネッ

トワークが柔軟に構成できる｡また,(1)で述べたヘアピ

ン機能を併せて使うことにより,DSlやDS3をSTS-1ま

たはOC-1のSONETインタフェースに変換することも

できる｡

(3)RI(RingIllterCOllneCtion)

Bellcoreでは,図1に示すようにリングとリングを接

続する場合,ネットワークの信頼性を高めるためRI方式
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SONET
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図lリングインタコネクト方式

加入系リングと中継系リングを接続する方式で,信頼性が高いネ

ットワークが実現できる｡

を標準化している｡OC,3装置でもこのRI機能をサポー

トしており,RIを行うインタフェースにはSTS-1を採川

している｡

(′4)OC-1ハブ

OC-3装置は,OC-1ハブを使尉することにより,一端人6

ライン(各ラインは1＋1プロテクション)のOC-1による

光エクステンションを行うことができる(図2参Jlくi)｡同

じ利こ示すように,OC-1はチャネル容量としては2ライン

で1組(#Al,#A2で1組)となっており,この2ライン

のOCrlグ)介計の容量が28×VT-1.5まで収布‾‖丁能とな

る｡システムでは,この2ラインのOC11の組みfナわせが,

OC-1ラインニAl

OC-3ライン

ー㊧一･

DSlライン

‡1→■--●←

=84一●--+■-
SONET

OC【3

OC-1

ハブ

SONET

OC-3

図2 0C一レ＼ブ方式

OC-1を用いた光ハブ方式を示す｡

巴ユ三ヱ空転

OC-1ライン卓Bl

OC-1ライン羊B2

OC¶1ライン≠Cl

OC-1ライン‡C2

〉T-1.5×m

〉T-1.5×〔

m＋∩≦28

〉T-1.5×m

〉Tl.5×[J

m'＋nr≦28

VT-1.5×m"

〉T-1.5×['■

m■＋[【≦28
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図3 リング適用形態

OC-3装置をリングに適用した場合の一例を示す｡

SONET

OC-12

中継
伝送路へ

3組(#A,#B,#C)となる｡

(5)セルフヒーリング

Bellcoreは,UPSRとBLSRの2種類のセルフヒーリ

ングリングを標準化しているが,OC-3に関してはUPSR

だけが通用形態として標準化されている｡OC¶3装置はこ

のUPSRをサポートしており,将来的にはBLSRに拡張

できるシステム構成にしている｡

3.2 システム適用形態

ここでは,代表例として,リングの適用例を図3に

示す｡

B 保守機能

OC-3装置は管理エージェント機能別)を実装してい

る｡保守通信は,顧客の保1:センタOSとの問はⅩ.25デー

※1)管稚エージェント機能:マネージャからの要求に応じ

て管理対象に対する操作を行い,その結果を応答する

機能,および管理対象の状態変化や架常を検出し,マネ

ージャに通知する機能をいう｡

※2)Microsoftは米凶Microsoft Corp.の登録商標であI),

Windowsは同社の商標である｡

TJl/X.25

OS

TLり
RS232C

GLCl

匿表画 TJl/DCC

匡喜喜醐

[コ

匿喜麺画

TJl/RS232C

GJCl

TJl/
RS232C

GしCl

開発範囲

図4 0C-3装置保守通信

OC-3装置の保守通信を示す｡

タ通信網を,OC-3装置ノード間では伝送路の一部である

DCC(DataCommunicationChannel)をそれぞれ介して

行う｡保守アプリケーションの情報はTLlに従い,ベル

系電話会社の要求に対応している｡また,ローカルな保

守端末へのインタフェースも同じくTLlを用いる｡さら

に操作性向上を目的としてグラフィカルな保守端末ソフ

トウェア"GLCI''(GraphicalLocalCraftInterface)を

開発した｡これらの関連を図4に示す｡

GLCIはMicrosoftWindows※2)上で動くアプリケーシ

ョンである｡GUIを用いて文字情報であるTLlコマンド

の生成,実行小･正常終了･異常終了コマンドの各表

ホ,自律メッセージ表示,管理対象ノードの管理,スク

リプトファイル作成･管理･実行などを保守者に提供し

ている｡

b おわりに

ここでは,北米での高速･広帯域過信ネットワークを

支えるSONET光伝送システムについて述べた｡

このシステムは,データや映像を含むマルチメディア

サービスを提供するうえで有力な通信インフラストラク

チャとなるものである｡また,細管理システム2)とデ阻み介

わせて運用することによって,より高度な保守管理が可

能なネットワークを構築することができる｡
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